
社 会環 境特 集 ガバナンス ESGデータ集トップコミットメント サステナビリティマネジメント｢三菱自動車らしさ｣の追求

サステナビリティマネジメント
企業理念・方針

三菱自動車の理念体系
　当社は、三菱グループ共通の基本理念として位置づけら
れている「三綱領」を企業活動の指針としています。社員一
人ひとりにおいては、必要最低限度の心構えや行動を示す
「MMC WAY（※1）」およびすべての役員・社員が守るべき
「グローバル行動規範（※2）」の実践を通じて、「ミッション」
を遂行し、「ビジョン」を実現することを目指しています。
　多様なステークホルダーとの対話を通じて相互に理解を
深めながら、クルマという身近な製品を中心とする各国・各
地域における事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に
貢献します。

　三菱創業の精神である「三綱領」は、三菱グループ共通
の根本理念と位置づけられています。

　三菱自動車は、三菱自動車グループの社員が未来を向
き、同じ考えを共有し、一丸となって行動していけるように
企業ビジョン・ミッションを制定しています。自動車業界は
大きな変革期を迎え、事業環境も大きく変化しています。そ
の中で私たちは、これまでよりも積極的に、いかに社会に働
きかけていくのかを定めたものが、ビジョン（我々がつくりた
い社会）とミッション（ビジョンを実現する方法）です。

　自動車業界はパワートレインの多様化、クルマの知能化・
IoT化などにより、次 と々技術革新が生まれており、自動車
の役割もハードとしての「クルマ」から交通システム全体とし
ての「モビリティ」に変化しています。このような大変革期
の中、幅広くモビリティの可能性を検討し、誰もが・いつで
も・どこへでも自由に移動でき、見たいものを見て、会いた
い人に会うことのできる、そのような機会を提供したいと思
います。ビジョンには、人々の移動を効率化・最適化するこ
とで、個人の新しい挑戦や経済活動を促進し、社会全体の
活性化に貢献していきたい、という思いを込めています。

所期奉公（しょきほうこう）
＝期するところは社会への貢献
事業を通じ、物心共に豊かな社会の実現に努力すると同時
に、かけがえのない地球環境の維持にも貢献する。

処事光明（しょじこうめい）
＝フェアープレイに徹する
公明正大で品格のある行動を旨とし、活動の公開性、透明性
を堅持する。

立業貿易（りつぎょうぼうえき）
＝グローバルな視野で
全世界的、宇宙的視野に立脚した事業展開を図る。

VISION
モビリティの可能性を追求し、活力ある社会をつくります

MISSION
1.  独創的な商品と優れたサービスにより、お客様に新たな体
験を提供します

2. 社会の持続可能な発展に貢献します
3. 信頼される企業として誠実に活動します
4.  アライアンスを活用し、ステークホルダーにより高い価値を
提供します

MMC WAY
（ミッションの達成に向けて、社員一人ひとり
が実践しなければいけない心構えや行動）

VISION
（つくりたい社会）

MISSION
（ビジョンを実現する方法）

グローバル行動規範
（すべての役員・社員が守るべき規範）

※1：「MMC WAY」の詳細は、P85をご参照ください。
※2：「グローバル行動規範」の詳細は、P112をご参照ください。

三菱グループ三綱領

ビジョン・ミッション
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サステナビリティマネジメント

　近年、国連における持続可能な開発目標（SDGs）の採
択、パリ協定の発効、ESG投資の拡大など、持続可能な環
境・社会・経済の実現への関心が高まり、それらに関する
企業の取り組みが一層重要視されています。
　特に、自動車業界ではコネクテッド、自動運転をはじめと
する新技術やカーシェアリングに代表される新しいビジネス
モデルなど、100年に1度の大変革期を迎えています。
　また、環境面では世界的に気候変動・エネルギー問題が
深刻化しています。三菱自動車は製品や事業活動からの温
室効果ガス低減をはじめ、責任ある事業運営に取り組み、
各国・各地域における事業活動を通じて社会課題の解決を
図ることにより、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

　当社では、三菱自動車グループ全体でサステナビリティの
取り組みの推進を図ることを目的に執行役社長を委員長と
するサステナビリティ委員会を設置しています。サステナビ
リティ委員会ではマテリアリティに対応する取り組みの目標
を審議のうえ決定し、その進捗確認を行うことによりPDCA
を回しています。さらに、マテリアリティの見直しなど重要
事項は取締役会で審議・報告する体制としています。

サステナビリティ委員会における議事概要
　サステナビリティ委員会では、環境面においては地球規
模の課題であるカーボンニュートラルの実現に向けた当社の
取り組みやTCFD提言に即した開示の充実について、社会
面においては、企業への要請が高まっている人権の取り組
みについて議論を重ねています。サステナビリティ推進部で
は長期視点で当社が認識する社会問題（リスク）とその問題
に対応した結果として得られる効果（機会）について洗い出
しを行うとともに、中期視点で外部環境およびステークホル
ダーのニーズと期待の洗い出しを行い、各マテリアリティの
実行責任者と協議を重ね、対応の方向性を明確にし、単年
度目標の設定に繋げるなど、持続可能な社会の実現と企業
価値の向上に取り組んでいます。
　なお、当社はサステナビリティ委員会における議事概要を
当社ウェブサイトにて適時開示しています。以下をご参照く
ださい。
WEB  https://www.mitsubishi-motors.com/jp/

sustainability/sustainabilitynews/2022/09/23.html

取締役会

経営会議

サステナビリティ委員会
事務局

関連する各本部

グループ会社

委員長： 執行役社長
メンバー： 執行役副社長、
 上席執行役、
 関連する本部の本部長

サステナビリティ推進部

審議・報告

審議・報告

サステナビリティに対する考え方 サステナビリティ推進体制
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・開催回数：3回
・主な審議・報告事項
  マテリアリティ2020年度の取り組みレビューおよび

2021年度の取り組み計画、TCFD提言への対応、人権
に関する取り組み、「サステナビリティレポート2021」の
編集方針、サステナビリティに関する社内啓発活動の
2020年度実績および2021年度計画など

2021年度のサステナビリティ委員会の実績 サステナビリティ委員会の構成（2022年6月時点）
区分 役職または所掌範囲

委員長 執行役社長
副委員長 執行役員 総務・コミュニケーション・サステナビリティ本部長
委員 執行役副社長（ものづくり担当）

執行役副社長（営業担当）
執行役副社長（CFO）
上席執行役（コーポレートガバナンス担当）
上席執行役（生産担当）
上席執行役 副社長補佐（営業戦略・改革担当）
執行役 経営戦略本部長
執行役（商品戦略担当）兼商品戦略本部長
執行役員 モビリティビジネス本部長
PD（※1）室長

マテリアリティの取り組み責任者 対象マテリアリティ
*複数部門における取り組みのリーダーを示す

執行役員 人事本部長 「新しい常態に対応した働き方改革の推進（ダイバーシティ、
ワーク・ライフ・バランス）」
「人材育成の強化」
「労働安全衛生の推進」

執行役員 総務・コミュニケーション・サステナビリティ本
部長

「気候変動・エネルギー問題への対応」*
「資源循環の取り組み」*
「環境汚染の防止」*
「社会貢献活動の推進」

執行役員 第一EV・パワートレイン技術開発本部長 「資源循環の取り組み」
執行役員（アセアン・オセアニア担当） 「事業を通じた地域経済への貢献」*
第一車両技術開発本部長 「道路交通事故の削減に寄与する製品の提供」

「資源循環の取り組み」
「環境汚染の防止」

生産技術本部長 「気候変動・エネルギー問題への対応」
「事業を通じた地域経済への貢献」
「資源循環の取り組み」

SCM（※2）本部長 「気候変動・エネルギー問題への対応」
調達管理本部長 「持続可能なサプライチェーンの実現」
内部統制推進室長 「ガバナンスの強化とコンプライアンスの徹底」
TCS（※3）本部長 「製品品質、セールス・サービス品質の向上」*
グローバルセールスデベロップメント本部長 「製品品質、セールス・サービス品質の向上」
グローバルアフターセールス本部長 「製品品質、セールス・サービス品質の向上」
国内営業本部長 「製品品質、セールス・サービス品質の向上」

オブザーバー 取締役監査委員
経営戦略本部 IR室長
総務・コミュニケーション・サステナビリティ本部広報部長
財務経理統括室長

※ 1：PD：Program Director（プログラム・ダイレクター）
※2：SCM：Supply Chain Management（サプライチェーンマネジメント）
※3： TCS：Total Customer Satisfaction（トータル・カスタマー・サティスファクション）

11MITSUBISHI MOTORS CORPORATION サステナビリティレポート 2022 　目次へ    ▶▶▶▶前ページへ  ◀◀ ▶ ▶ 次ページへ

サステナビリティマネジメント



社 会環 境特 集 ガバナンス ESGデータ集トップコミットメント サステナビリティマネジメント｢三菱自動車らしさ｣の追求

外部団体への参画

支持または参考にしている外部イニシアティブ

■■ 一般社団法人日本経済団体連合会
■■ 一般社団法人日本自動車工業会
■■ 公益社団法人自動車技術会
■■  一般社団法人グローバル・コンパクト・ネットワーク・
ジャパン（GCNJ）

■■ 国連持続可能な開発目標（SDGs）
■■ 国連グローバル･コンパクト（UNGC）
■■ ILO中核的労働基準
■■ OECD多国籍企業行動指針
■■ ISO26000「社会的責任の手引」
■■ 一般社団法人日本経済団体連合会「企業行動憲章」

　三菱自動車は、2019年5月、国連が提唱する「人権・労
働・環境・腐敗防止」についての普遍的原則である「国連
グローバル・コンパクト」への支持を表明しました。「国連
グローバル・コンパクト」は、国連のコフィー・アナン事務
総長（当時）が1999年に世界経済フォーラム（ダボス会議）
で提唱した、企業による自主行動原則です。グローバルに
事業を行う当社にとって、人権尊重や腐敗防止の取り組み
は非常に重要と考えていることから、同年に三菱自動車グ
ローバル行動規範を一部改定し、人権尊重や腐敗防止の
取り組みをより明確にしました。加えて、人権を重視した事
業活動を推進していくことをコミットする人権方針を制定し
ました。
　当社は、今後も「国連グローバル・コンパクト」の10原則
にもとづき、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長
の実現に向け活動を続けていきます。

　グローバルコンパクトで規定している4つの分野について
の具体的な活動内容は以下をご参照ください。
人権 ：P90-93
労働 ：P90-93
環境 ：P23-60
腐敗防止：P115

「国連グローバル・コンパクト」への参加

　三菱自動車は、役員・従業員がサステナビリティについ
て理解を深め、日々の業務を通じてサステナビリティの取り
組みを実践できるよう、一年を通して浸透活動を行っていま
す。浸透度は年度末に実施する社員意識調査で確認し、調
査結果は各施策の強化・改善など次年度の活動に生かし
ています。
＜活動事例＞
・ サステナビリティ全般に関するオンライン研修
 7,804名受講
・ サステナビリティ全般に関する階層別研修 

19回実施
  （新入社員、キャリア入社社員、技能系列スタッフ候補者、
新任M2社員〈課長級〉、新任M1社員〈部長級〉）

・ サステナビリティに関する幹部メッセージ発信
・ サステナビリティに関するニュースレター発信

サステナビリティの社内浸透
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ステークホルダー・エンゲージメント

　三菱自動車は、企業の持続的成長にとってステークホル
ダーとの対話が重要であると考えており、コミュニケーショ
ンを通じて、三菱自動車グループの責任と課題を明確にし、
改善の努力をしながら日々の業務に取り組んでいます。
　今後もステークホルダーとの対話を一層深めることで、社
会の期待や課題と真摯に向き合い、当社の事業活動に生か
していきます。

ステークホルダーとの対話 （ステークホルダーへの取り組みの詳細は、〈 〉内のページをご参照ください。）
ステークホルダー 対話方針 対話の機会 頻度 事業への反映
消費者・お客様 お客様の声を、よりよい製

品・サービスに反映する
活動の推進

お客様相談センター〈P70〉、販売会社〈P68〉、ア
フターサービス〈P69〉

常時 CS活動の推進

製品・サービスの改善
ウェブサイト、ソーシャルネットワーク 常時
お客様満足度調査〈P68〉 随時
イベント、TV・新聞・雑誌の広告、メール配信 随時

ビジネスパートナー 相互信頼にもとづく共存
共栄に向けたコミュニケー
ション

問い合わせ窓口、お取引先様相談窓口〈P95〉 常時 相互信頼にもとづく共存
共栄に向けた関係構築定期総会、説明会、イベント、専門ウェブサイト 随時

各種業界団体への参加 随時
株主・投資家 事業・財務状況と成果の

適時・適正な開示

持続的な成長・企業価
値向上に向けた建設的な 
対話

IR問い合わせ窓口 常時 持続的な成長・企業
価値向上に向けた取り
組みの推進

取材対応 随時
決算説明会 年4回
中期経営計画説明会 随時
個別施策説明会 随時
株主総会 年1回
IR向けウェブサイト 常時
イベント、メール配信 随時
統合報告書 年1回

従業員 労使相互信頼・相互責任
の関係を原則とする、チー
ムワークや一体感の醸成
に向けた双方向コミュニ
ケーション

労使協議〈P89〉 随時 安全で働きがいのある
労働環境の整備相談窓口（社員相談室、MMCほっとライン、三菱

自動車グローバル内部通報窓口）〈P114〉
常時

経営幹部とのタウンホールミーティング 随時
社内ウェブサイト 常時
エンゲージメントサーベイ〈P77〉 年1回

地域社会 地域社会との良好な関係
の構築

社会・環境課題の解決に
向けた多様なステークホ
ルダーとの対話

地域コミュニティ窓口〈P99〉、ウェブサイト 常時 社会・環境課題の解
決に向けた取り組みの
推進

自治体との連携〈P98〉 随時
社会貢献活動〈P98〉 随時
地域イベント 随時
工場見学 常時

基本的な考え方
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お客様相談センターでのお客様対応の様子

ウェブサイト「投資家情報」
WEB  https://www.mitsubishi-motors.

com/jp/investors/

災害時協力協定の締結
WEB  https://www.mitsubishi-motors.

co.jp/carlife/phev/dcsp/

ステークホルダーとの対話の事例
消費者・お客様
　お客様から寄せられたご指摘のうち、品質・不具合に関
する事柄については、販売会社と連携してお客様の問題解
決に対応し、さらに品質改善にも活用しています。商品性
や仕様に関するご意見・ご指摘については、関連部門と共
有し、さらなる商品力の向上につなげています。また、お客
様から寄せられた声を社員が視聴できるよう、該当箇所の
画像と説明を加えた動画をイントラネットで配信しています。
さらに、寄せられた声の中から重要情報を抽出し、経営幹
部へ定期的に報告しています。

株主・投資家
　株主・投資家の皆様に対し積極的に情報を開示するとと
もに、建設的な対話を通じて、透明性と信頼性の確保に努
めています。
　具体的には、三菱自動車への理解を深めていただくため
に、ウェブサイトを活用した各種情報の開示や刊行物の発
行、中期経営計画や決算に関する説明会の開催などに取り
組んでいます。さらに、環境を含む非財務情報について投
資家と意見交換を行っています。2021年度は、国内外のス
チュワードシップご担当の機関投資家と対話を実施し、気候
変動のリスクや機会、TCFD提言への対応や当社のCO2排
出量などについて、様々なご意見を伺いました。
　詳細は、P28をご覧ください。

地域社会
　地域のニーズに即した活動を通じ、レジリエンスな地域社
会の実現に貢献しています。当社製品の特長を生かした活
動としては、災害時協力協定や新型コロナウイルス感染症
ワクチン巡回接種用車両の貸与など、自ら発電し、その電
気を取り出して使うことができる「三菱のPHEV」を活用し
た自治体への支援を行っています。「PHEVの走るチカラと
電気のチカラ」で、地域の人々の暮らしの安心・安全を支え
ていきます。
　詳細は、P21特集ページおよびウェブサイトをご覧ください。
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社 会環 境特 集 ガバナンス ESGデータ集トップコミットメント サステナビリティマネジメント｢三菱自動車らしさ｣の追求

　三菱自動車は、国連持続可能な開発目標（SDGs）の
重要性を認識し、2018年度に環境・社会・ガバナンス各
分野の様々な課題から当社が取り組むべき重要課題として 
マテリアリティを特定しました。
　特定に際してはステークホルダーの関心度と自社への影
響度の観点から検討を重ね、有識者へのヒアリングを実施
しました。そのうえで、サステナビリティ委員会にて議論を
重ね、経営会議にて決定しました。

　近年、サステナビリティに関わる社会動向は、大きくかつ
急速に変化しています。当社はその変化がステークホルダー
および当社に及ぼす影響を評価したうえで、必要に応じてマ
テリアリティを柔軟に見直し、取り組むことで、ステークホル
ダーのニーズや期待に応えていきたいと考えています。

社会情勢や課題認識をふまえた見直しの実施
　2020年度には、環境問題の深刻化や新型コロナウイル
ス感染症拡大による社会情勢の変化を踏まえ、サステナビ
リティ委員会での議論を経てマテリアリティを見直し、取締
役会において決議しました。

SDGsおよびGRIスタンダード、当社サステナビリティ活動に対する社外評価などを踏まえ、候補を抽出。
さらに当社の活動が影響を及ぼす範囲（バウンダリー）やビジネスリスクとの整合性を踏まえ、優先度を決めるため
の評価基準を設定。

社内の実務関係者を集めた意見交換会を複数回実施し、自社事業へのインパクトの観点から取り組み優先順位を
確認。

社会課題に精通している有識者5人にヒアリングを実施（社会へのインパクトの観点から、当社が取り組むべき重要
課題についてレビュー）。

社内外の意見を反映させたマテリアリティマトリックスを、サステナビリティ委員会にて検証し、経営会議にて最終
承認。あわせてマテリアリティごとのKPIと担当責任者を決定。

特定のプロセス

課題整理と評価基準の設定

社内における検討

社外有識者へのヒアリング

マテリアリティ確定とKPI決定

STEP

1

STEP

2

STEP

3

STEP

4

　見直しの概要は以下の通りです。
①「環境」に関するマテリアリティ
　近年、気候変動や資源枯渇、環境汚染などの環境問題
が顕在化・深刻化しています。SDGsや気候変動に関する
国際的な合意であるパリ協定、気候関連財務情報開示タ
スクフォース（TCFD）の提言など、社会課題に対応する国
際的な目標策定やルールづくりも加速しています。
　当社は、事業を存続させていくためには、これらの社会動
向を踏まえた中長期的な取り組みの方向性を定める必要が
あるとの認識のもと、環境計画パッケージを策定し2020年
11月に公表しました。
　環境計画パッケージでは、環境汚染防止を気候変動対
策・資源循環と並んで「重点環境課題」と位置付けていま
す。これに準じ、マテリアリティでも「環境汚染の防止」の自
社への影響度（横軸）を“とても高い”から“極めて高い”に
引き上げました。
②「人」に関するマテリアリティ
　新型コロナウイルス感染症拡大を契機とした新しい常態
を踏まえ、従来の「働き方改革」と「ダイバーシティ」は、「新
しい常態に対応した働き方改革の推進（ダイバーシティ、
ワーク・ライフ・バランス）」とすることにより、“多様な社員
が活躍できる環境作りにより組織力と企業価値を高める”と
いう方向性を示しました。
　新型コロナウイルス感染症防止のための緊急暫定措置か
ら恒久的にリモートワークを組み込んだ柔軟な働き方へと移
行することにより、仕事と生活の質の向上を実現していきます。

　なお、当社は社会課題の解決に向け提供する価値を中長
期的な視野で考慮のうえ、マテリアリティを見直すべく検討を
重ねています。

三菱自動車のマテリアリティ

マテリアリティの特定と見直し
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社 会環 境特 集 ガバナンス ESGデータ集トップコミットメント サステナビリティマネジメント｢三菱自動車らしさ｣の追求

　2020年10月の取締役会において決議されたマテリアリティは以下のとおりです。
　三菱自動車は、SDGsなど国際的に議論されている課題を参考にマテリアリティを特定し、課題の解決に貢献するべく取り組んでいます。
　各マテリアリティとSDGsターゲットとの関係については、マテリアリティごとの取り組みの報告ページを参照ください。

高い とても高い 極めて高い

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
度

極
め
て
高
い

と
て
も
高
い

高
い

    ：環境（Environment）　    ：社会（Social）　    ：ガバナンス（Governance）E S G

資源循環の取り組み（P46）

環境汚染の防止（P50）

人材育成の強化（P82）

E

E

S

S

S

G

S

S

生物多様性の保全（P58）

労働安全衛生の推進（P86）

社会貢献活動の推進（P98）

E

S

S

気候変動・エネルギー問題への対応（P30）

道路交通事故の削減に寄与する製品の提供（P62）

製品品質、セールス・サービス品質の向上（P66）

事業を通じた地域経済への貢献（P73）

新しい常態に対応した働き方改革の推進
（ダイバーシティ、ワーク・ライフ・バランス）（P76）

ガバナンスの強化とコンプライアンスの徹底（P105）

E持続可能なサプライチェーンの実現
（P94）

水資源の保全（P55）E

E S

自社への影響度

特定されたマテリアリティ

ターゲット
● 9.4

ターゲット
● 13.1
● 13.2
● 13.3

ターゲット
● 7.2
● 7.3

ターゲット
● 12.4
● 12.5

ターゲット
● 3.9

ターゲット
● 6.3

ターゲット
● 8.7
● 8.8

ターゲット
● 12.4
● 12.5

ターゲット
● 3.9

ターゲット
● 6.4

ターゲット
● 15.5

ターゲット
● 8.8

ターゲット
● 15.4

ターゲット
● 13.1

ターゲット
● 10.2

ターゲット
● 11.5

ターゲット
● 3.6

ターゲット
● 4.4

ターゲット
● 10.2

ターゲット
● 9.2
● 9.4

ターゲット
● 4.4

ターゲット
● 13.1

ターゲット
● 17.7

ターゲット
● 8.5

ターゲット
● 5.4
● 5.5

ターゲット
● 8.7

ターゲット
● 16.5

ターゲット
● 12.2
● 12.5

ターゲット
● 11.5
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社 会環 境特 集 ガバナンス ESGデータ集トップコミットメント サステナビリティマネジメント｢三菱自動車らしさ｣の追求

　三菱自動車は自動車業界を取り巻く様々な変化に対応し、長い視点で事業環境を見極め、中長期的なリスクと機会に対応するためには経営基盤の強化が必要と考えています。そのためマ
テリアリティの取り組みについて中長期の視点を入れて年度目標を設定することが重要であると認識しています。
　2021年度は次のステップを踏み、各マテリアリティの取り組みの年度目標を設定しました。
　まず、事業活動を行ううえで必須要件と捉えている環境問題への対応、中でも環境方針において特に注力するとした気候変動対策、資源循環、環境汚染防止については、長期の視点として
環境ビジョン2050で定めた30年先を、その他のマテリアリティについては国連持続可能な開発目標（SDGs）のゴールである2030年を、それぞれ見据えています。長期の視点で当社が認識
する社会問題（リスク）とその問題に対応した結果として得られる効果（機会）について洗い出しを行い、各マテリアリティの実行責任者と協議を重ね、対応の方向性を明確にしました。
　中期の視点については3年先を見据え、各マテリアリティの実行責任者とともに外部環境およびステークホルダーのニーズと期待の洗い出しを行い、中期的な取り組み目標を設定しました。
　なお、各マテリアリティの中長期ビジョンおよび単年度目標・指標は、その妥当性をサステナビリティ委員会において議論しました。
　2022年度は、前年度に取り纏めた各マテリアリティの中長期ビジョンをレビューしたうえで単年度目標・指標の設定を行い、取り組みを進めています。
　各マテリアリティの中長期ビジョンおよび取り組みの2021年度目標・実績はP30以降の報告ページを参照ください。

中期（直近3年）
中期的な外部環境

ステークホルダーのニーズと期待
中期的な目標

長期
長期的なリスクと機会をふまえた

対応の方針・方向性

2021 2022 2023 20402020 20502030

年度目標
マテリアリティの
2022年度目標

バックキャス
ティング

マテリアリティの年度目標設定における中長期視点の反映
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